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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公開番号】特開2016-3968(P2016-3968A)
【公開日】平成28年1月12日(2016.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-002
【出願番号】特願2014-124703(P2014-124703)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/483    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/84     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/483    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   33/84     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/50     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月13日(2017.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪を作る細胞の細胞膜に存在する副甲状腺ホルモン（ＰＴＨ）の血清濃度に応じて開
閉するカルシウムイオンチャンネルと毛髪を作る細胞内カルシウムの貯蔵量の減少に応じ
て開閉するカルシウムイオンチャンネルとを識別して、カルシウム代謝異常を判別するこ
とを特徴とする毛髪分析によるガン等に起因するカルシウム代謝異常の判別法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の毛髪分析によるガン等に起因するカルシウム代謝異常の判別法は、毛髪を作る
細胞の細胞膜に存在する副甲状腺ホルモン（ＰＴＨ）の血清濃度に応じて開閉するカルシ
ウムイオンチャンネルと毛髪を作る細胞内カルシウムの貯蔵量の減少に応じて開閉するカ
ルシウムイオンチャンネルとを識別して、カルシウム代謝異常を判別することを第１の特
徴としている。
　その他、本発明に係る毛髪分析によるガン等に起因するカルシウム代謝異常の判別法で
は、被験者の毛髪を元素分析し、得られたカルシウムの濃度を［Ｃａ］Ｈ、ストロンチウ
ムの濃度を［Ｓｒ］Ｈとし、また健康な人の毛髪を元素分析した結果、健康とされる標準
値、即ち毛髪健康標準カルシウムと毛髪健康標準ストロンチウムの濃度をそれぞれ［Ｃａ
］ＨＣと［Ｓｒ］ＨＣとしたときに、ＰＴＨの血清濃度に応じて開閉するカルシウムイオ
ンチャンネルの開閉がガンによって影響されている場合、即ち下記２つの式を満たす場合
には、ガンの可能性有りと判別することも可能となる。
　　　［Ｃａ］Ｈ≧［Ｃａ］ＨＣ

で且つ
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　　　１＜（［Ｓｒ］Ｈ／［Ｓｒ］ＨＣ）／（［Ｃａ］Ｈ／［Ｃａ］ＨＣ）＜４
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　その他、毛髪分析によるガン等に起因するカルシウム代謝異常の判別法によれば、被験
者の毛髪分析から得られる、カルシウム濃度及びストロンチウム濃度の簡明な大小関係か
ら、被験者のガンの存在可能性を知ることもできる。例えば従来のマンモグラフィによる
乳ガン検診に比して、より高い感度で乳ガンを発見することが可能となる。マンモグラフ
ィによる検診は被験者の身体的負担及び拘束時間の負担が大きく、このことが乳ガン検診
に応じない人々が多い原因となっている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また本発明のカルシウム代謝異常の判別法によれば、毛髪１本の提供だけで、ガンであ
るか否か等に関するカルシウム代謝異常の判別が得られ、受診率の向上も期待でき、ひい
ては国民の健康管理及び健康増進に寄与することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　その一例を図８に示す。Ｃａチャンネルの開閉を見るために、Ｘ線蛍光分析ＦＸＡの励
起Ｘ線のビーム幅を４時間の毛髪成長に相当する０．０５ｍｍに集束して、毛髪を走査し
て毛髪元素濃度の変化を測定している。時間は右から左へ向かって進む。毛髪［Ｃａ］Ｈ

は高い値から標準値［Ｃａ］Ｈ＝１０に降下した後、その標準値を維持する。その間、［
Ｓｒ］Ｈは［Ｓｒ］Ｈ＞［Ｃａ］Ｈで変動している（Ｃａチャンネルが閉のときは［Ｓｒ
］Ｈ＝［Ｃａ］Ｈである）。即ち、Ｃａチャンネルの開閉でＣａを細胞内へ流入させなが
ら、毛髪［Ｃａ］Ｈを正常に維持していて、毛髪を作るＨＭ細胞にはストアーオペレーテ
ィッドチャンネルが備わっている。そして、［Ｐ］Ｈ≧１０の高い値で骨の溶解を意味し
（Bone resorption）、また［Ｓ］Ｈが正常値［Ｓ］Ｈ＝２０に回復するのが見られる。
　ＤＡ型で、［Ｃａ］Ｈ＜８の時には、ストアーオペレーティッドチャンネルの開閉がフ
ルになっていて、Ｓｒ／Ｃａ比が最高の［Ｓｒ］Ｈ／［Ｃａ］Ｈ＝４になっている（図３
）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　一方、［Ｓｒ］Ｈの高値はＣａ高値［Ｃａ］ＨＯの４倍で、［Ｃａ］ＨＯ＝５０に対し
て［Ｓｒ］ＨＯ＝２００である。図３から［Ｓｒ］Ｈの高値の時に［Ｃａ］Ｈが高値なの
で、高値［Ｓｒ］ＨＯは開閉するＣａ２＋チャンネルを通してＳｒ２＋のＨＭ細胞への流
入によることが分かる。つまり、ＣａチャンネルはＳｒとＣａイオンの共通の通路である
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。［Ｓｒ］Ｓ＝［Ｓｒ］Ｉ+［Ｓｒ］Ｐ＝２０を考慮に入れると、
　　　［Ｓｒ］ＨＯ＝（１／２）｛［Ｓｒ］Ｐ+［Ｓｒ］Ｉ｝２・・・・・式８
であることが分かる。即ち、全血清濃度［Ｓｒ］Ｓが毛髪濃度に貢献する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　更に毛髪を作る細胞には、細胞内Ｃａ不足を検出してＣａチャンネルを開閉するストア
ーオペレーティッドチャンネルが備わっている。
　今回このストアーオペレーティッドチャンネルの存在を発見し、その働きに着目して、
地域の乳ガン定期健診の被験者１６９名から毛髪を採取し、Ｘ線検査の結果と対照した。
毛髪分析担当者には乳ガン患者の存在を知らせることなく表５－１と表５－２の結果を得
た。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　結局、最終的に絞られた表７の被験者８名の中に２名の乳ガン患者、ＩＤ被験者番号１
１４３と１１８２が存在していた。


	header
	written-amendment

